
　

令和 8年度　工学部第 3年次編入学（一般入試）学力試験　解答例
機械数理工学科　数理工学教育プログラム

(科目名：線形代数 1 ）
(1) 固有方程式は
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である。したがって，固有値は 0と 5である。
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と対角化される。ただし，T は直交行列なので T−1 = T t である。
(2) まず
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とおく。
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となる。また，(1)より
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となる。よって x2+y2 ! 1における f(x, y)の最大値と最小値は ξ2+η2 ! 1における g(ξ, η) =

5η2の最大値と最小値と一致する。ゆえに最大値は 5，最小値は 0である。
(この解答例はあくまで一例です。解答は，ここに示した解答例に限るものではありません。)



　

令和 8年度　工学部第 3年次編入学（一般入試）学力試験　解答例
機械数理工学科　数理工学教育プログラム

(科目名：微分積分 2 ）
(1) f(x) = x2, g(x) = sinx とおくと，

f ′(x) = 2x, f ′′(x) = 2, f ′′′(x) = 0, f (4)(x) = 0

g′(x) = cosx, g′′(x) = − sinx, g′′′(x) = − cosx, g(4)(x) = sinx

であるから，ライプニッツの公式により
(x2 sinx)(4) = (f(x)g(x))(4)

= 4C0f
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′′′(x)g′(x) + 4C2f
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= 1 · 0 · sinx+ 4 · 0 · cosx+ 6 · 2 · (− sinx) + 4 · 2x · (− cosx) + 1 · x2 · sinx

= (x2 − 12) sinx− 8x cosx

となる。
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1対 1である。また，xy平面上の領域 D は uv 平面上の領域
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に変わり，x と y の u と v に関するヤコビ行列式 J(u, v) は
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となる。したがって，重積分の変数変換の公式より
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となる。E は uv平面上の長方形の領域なので，累次積分により
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を得る。
(この解答例はあくまで一例です。解答は，ここに示した解答例に限るものではありません。)



　

令和 8年度　工学部第 3年次編入学（一般入試）学力試験　解答例
機械数理工学科　数理工学教育プログラム

(科目名：微分方程式 3 ）
(1) 特性方程式 λ2 + 2λ+ 5 = 0 を解いて, λ = −1± 2iを得る。
(2)まず, 基本解は e−t cos 2t, e−t sin 2t である。
特解を up = A cos 3t+B sin 3t とおく。

u′p = 3B cos 3t− 3A sin 3t,

u′′p = −9A cos 3t− 9B sin 3t

に注意して, 微分方程式に代入すると,

(−9A cos 3t− 9B sin 3t) + 2(3B cos 3t− 3A sin 3t) + 5(A cos 3t+B sin 3t) = 13 cos 3t

⇐⇒ (−4A+ 6B) cos 3t+ (−6A− 4B) sin 3t = 13 cos 3t

を得る。係数比較によって, 連立方程式
⎧
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−4A+ 6B = 13

−6A− 4B = 0

を得るので, これを解いてA = −1, B =
3

2
となる。以上より, 一般解は,

u = C1e
−t cos 2t+ C2e

−t sin 2t− cos 3t+
3

2
sin 3t

である。ただし，C1, C2は任意定数とする。
(この解答例はあくまで一例です。解答は，ここに示した解答例に限るものではありません。)


